
ト
プ
コ
ン
は
、
利
益
体
質
の
強
化
な

ど
構
造
改
革
を
2
0
1
2
年
度
に
終

え
、
日
年
度
か
ら
は
成
長
に
軸
足
を
置

い
た
新
た
な
中
期
経
営
計
画
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。

6
月
お
日
付
で
就
任
し
た

平
野
聡
社
長
は
、
「
わ
れ
わ
れ
は
メ
ー

カ
ー
だ
」
と
強
調
、
革
新
的
な
製
品
の

開
発
に
よ
っ
て
市
場
を
創
出
す
る
こ
と

に
全
力
を
注
ぐ
考
え
を
示
す
。
圏
内
シ

ェ
ア
7
割
以
上
、
世
界
で
も
4
割
を
占

め
る
自
動
化
施
工
事
業
は
、
最
大
の
成

長
市
場
と
位
置
付
け
て
い
る
。

*

*

 

|
|
基
本
的
な
方
針
に
つ
い
て

「5
月
初
日
に
発
表
し
た
中
期
経
営

計
画
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ト
ッ
プ
を
目
指

す
と
い
う
こ
と
を
ず
ば
り
書
い
て
い

る
。
具
体
的
に
は
3
年
間
で
R
O
E

(
株
主
資
本
利
益
率
)
初
%
を
目
標
と

し
て
い
る
。
メ
ー
カ
ー
は
資
本
金
が
大

き
い
の
で
却
%
は
難
し
い
が
、
あ
え
て

高
い
ハ
ー
ド
ル
を
設
定
し
て
実
現
に
向

け
試
行
錯
誤
し
て
い
る
」

「
卜
プ
コ
ン
は
何
の
集
団
で
す
か
と

い
う
問
い
に
対
し
、
わ
た
し
が
明
確
に

し
て
い
る
の
は
メ
ー
カ
ー
と
い
う
こ
と

だ
。
何
で
も
い
い
か
ら
も
う
か
り
そ
う

な
事
業
に
投
資
し
て
、
利
益
を
出
す
と
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ム

ム

ジ

コプ

ト
自
動
化
施
工

い
う
方
法
も
あ
る
が
、
メ
ー
カ
ー
だ
か

ら
技
術
革
新
で
新
し
い
も
の
を
つ
く

り
、
需
要
を
掘
り
起
こ
す
と
い
う
も
の

づ
く
り
に
集
中
す
る
」

ー
l

事
業
の
展
開
は

「
ス
マ
ー
ト
イ
ン
フ
ラ
(
測
量
機
器
)
、

ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

(
G
P
S
)
、
ア
イ

ケ
ア
(
検
査
・
診
断
)
の
3
つ
の
カ
ン

パ
ニ
ー
が
あ
り
、
売
上
高
は
3
0
0億

1
4
0
0億
円
で
同
じ
く
ら
い
の
規
模

だ
。
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
は
G
P
S
(全

地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
)
を
使
っ
た
自
動

化
施
工

(
I
T
C
)
で
、
臼
年
度
は
売

上
高
が
3
7
8億
円
、
営
業
利
益
が
凶

ぷ新社長「こM聞で

ー
な
ど
に
後
付
け
で
き
る
自
動
化
施
工

の
キ
ッ
ト
を
販
売
し
て
い
る
。
カ
i
ナ

ビ
も
昔
は
後
付
け
だ
っ
た
が
、
普
及
す

る
と
車
載
搭
載
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

自
動
化
施
工
も
そ
の
時
期
を
迎
え
、
コ

マ
ツ
が
当
社
の
製
品
を
ペ
!
ス
に
し
て

搭
載
し
た
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
発
売
し

た」
「
キ
ッ
ト
は
1
0
0
0
万
円
、
測
量

シ
ス
テ
ム
を
入
れ
る
と
2
0
0
0
万
円

の
成
長
に
自
信

億
円
だ
っ
た
が
、
中
計
最
終
年
度
の
日

年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
5
6
0億
円
、
お
億

円
で
一
番
成
長
を
見
込
ん
で
い
る
」

「カ
i
ナ
ビ
の
G
P
Sは
精
度
が

m

l
m
Mで
数
千
円
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は

♂
単
位
で
数
百
万
円
す
る
。
こ
の
精
度

が
出
せ
る
の
は
、
当
社
を
含
め
世
界
で

3
社
し
か
な
い
。
自
動
化
施
工
は
1
9

9
4年
、
米
国
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を

買
収
し
て
、
投
資
し
て
き
た
延
長
線
上

に
あ
る
」|

|
自
動
化
施
工
の
現
状
に
つ
い

て「
以
前
か
ら
、
普
通
の
ブ
ル
ド
!
ザ

す
る
た
め
、
圏
内
で
は
ダ
ム
や
空
港
な

ど
大
規
模
な
工
事
で
使
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
前
田
道
路
が
小
規
模
工
事
で

も
ペ
イ
で
き
る
こ
と
を
証
明
し
て
い

る
。
効
率
や
品
質
が
良
く
な
り
、
工
期

短
縮
で
経
費
を
削
減
で
き
る
」

l

l
今
後
の
見
通
し
は

「
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
も
い
ず
れ
は
自
動

化
施
工
に
進
む
。
現
在
で
も
、
施
工
が

難
し
い
湾
曲
し
た
法
面
や
、
水
の
中
の

た
め
掘
削
部
分
が
見
え
な
い
凌
深
工
事
一

で
使
わ
れ
て
い
る
。
勘
か
ら
数
値
制
御

に
移
る
。
自
動
化
施
工
を
一
度
使
う
と
、

『
も
う
い
ら
な
い
』
と
い
う
人
は
い
な

い
。
市
場
が
評
価
し
て
い
る
。
測
量
用

も
合
め
た
G
P
S
は
、
世
界
で
年
間
2

万
1
3万
台
を
販
売
し
て
い
る
。
自
動

化
施
工
が
車
載
搭
載
に
な
る
と
販
売
台

数
が
増
え
、
値
段
も
下
が
っ
て
普
及
が

加
速
す
る
」

*

*

 

(
ひ
ら
の
・
さ
と
し
)
1
9
8
2年
3
月

東
京
電
機
大
理
工
学
部
卒
後
、
周
年
4
月
ト

プ
コ
ン
入
社
。
何
年
T
o
p
e
o
n
L
a

s
e
r
s
y
s
t
e
m
s
劃
社
長
、

2
0

0
7
年
ト
プ
コ
ン
執
行
役
員
、
叩
年
取
締
役

ポ
ゾ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
長
、

ロ
年
6
月
取
締
役
常
務
執
行
役
員
経
営
戦
略

室
長
を
経
て
、
日
年
6
月
か
ら
現
職
。

福
岡
県
出
身
。
出
年
臼
月
ロ
日
生
ま
れ
、

日
歳
。

覇罷盟
表
情
や
語
り
口
は
穏
や
か
だ
が
、

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
こ
と
の
こ
だ
わ
り

一
と
、
自
動
化
施
工
に
つ
い
て
話
す
と

一
き
は
強
い
信
念
を
感
じ
さ
せ
る
。
早

く
安
く
造
っ
て
、
利
益
を
上
げ
る
点

で
は
、
土
木
工
事
も
製
造
業
も
同
じ

と
指
摘
。
執
繰
工
不
足
や
費
用
対
効

果
の
観
点
か
ら
、
自
動
化
施
工
へ
の

流
れ
は
必
然
と
主
張
す
る
。
「
信
条
一

は
パ
イ
オ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ス
ピ
リ
ッ
-

ト
で
、
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
と
に
か
く
一

や
る
」
。
常
に
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
で
一

中
計
の
実
現
を
目
指
す
。
「
人
と
話
一

を
す
る
の
が
大
好
き
」
と
は
周
囲
評
。
一

ゴ
ル
フ
は
相
当
の
腕
前
。
雨
が
降
っ
一

て
も
愛
犬
の
散
歩
は
休
ま
な
い
。
一
一

3.毎 日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐阜
8.静岡
11.建通
14信濃毎日

【建設ICT】

1 .日経
4.読 売
7.産経
10.中部経済
⑬建設通信
16.建設工業

P タ)

CsUser0
新規スタンプ


